
生物多様性国家戦略見直しに当たっての検討資料 
財団法人 日本野鳥の会 

 

生物多様性国家戦略の戦略目標 

 

１．多様性戦略の目的設定 

  種・遺伝的多様性の保全 

  生態系の多様性の保全（種の組み合わせの多様性） 

 

２．具体的な戦略目標は？ 

  重点的に保護すべき種の特定・保全   ＲＤＢ 

  多様性の高い地域・場所の確保     ＩＢＡ 

     → 点の確保 

  広域的な多様性の維持          ？ 

     → 面的な対応が必要な部分がある。 

 

３．具体的な施策実施時の枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府組織 

情報センター 調整センター 

地方自治体 

ＮＧＯ 

生産者・企業 研究機関 



アジア版鳥類レッドデータブック  

 

日本野鳥の会とバードライフ・インターナショナルは、環境省など の支援を

受けて編纂していた「アジア版鳥類レッドデータブック（Threatened Birds of 

Asia： 以下では RDB）」を 2001 年 6 月に出版した。RDB 調査で絶 滅危惧種、

保存対策依存種、準絶滅危惧種、データ不足種に判定された鳥類は 664 種（絶滅

危惧種のみでは 323 種）であり、アジアの鳥類のほぼ 4 分の 1 が保護 対策を必

要としていることが分かった。絶滅危惧種の数は 323 種であった。本 書は上下

巻 3000 ページにわたり、これらの種について詳細な記載を行ってい る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア版レッドデータブックのカテゴリー別記載種数

41 65

217
1

317

23

絶滅危惧ⅠA類
絶滅危惧ⅠＢ類
絶滅危惧Ⅱ類
保存対策依存種
準絶滅危惧
データ不足計664種
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琉球新報 ５月２２日 

 



鳥類重要生息地（Important Bird Area）  

 

IBA調査は世界約100ヶ国で活動するバードライフ加盟NGOやバードライフとともに活動している研究者や

政府組織が参加して行われている、重要生息地についてのプライオリティ・セッティング（保護の優先度判定）

事業である。 

 IBA 調査はヨーロッパ共同体加盟国が指定を義務づけられる特別保護地域（Special Protected Area）選定

の基礎データを提示するプロジェクトとして、ヨーロッパのバードライフ加盟 NGO によって始められた。

2000 年に出版されたヨーロッパの IBA 目録第２版には 3619 カ所の IBA が掲載されており、これらはヨーロ

ッパの総面積の７％にあたる。そしてヨーロッパの IBA のうち５４％が特別保護地域に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパに続いて中東で IBA 調査が行われ、1994 年に 14 ヶ国 391 地域の目録が出版された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーロッパの IBA 

中東の IBA 出版物（左）と IBA 地図（右） 



ＲＤＢからＩＢＡへ  

 

  １．希少種の生息地保全 
  ２．希少種の保護から生物多様性の保全へ 

 

 IBA 調査は、現在、アフリカと南北アメリカ、そしてアジアで行われている。 

アジアでの IBA 調査は 1997 年から開始されており、2001 年夏までにアジア全域で約 2,000 か所程度の IBA

を選定する見込みである。 

 

IBA 選定基準 
 

 IBA 調査では鳥を指標として、以下の表にあるような基準に基づいて重要地域を選定している。 

 

 

基準 解説 
 

世界的に絶滅が危惧される
種 

世界的に絶滅が危惧される種、あるいは世界的な保護が望ま
れている種が、年間を通して、もしくは定期的に、相当数、
生息している場所。 

生息地域限定種 EBA(Endemic Bird Area＝固有鳥類生息地域）、または
SA(Secondary Area＝第二固有鳥類生息地域)内に繁殖地が
ある複数の種について相当数が生息する、あるいは生息する
と思われる場所。 

バイオーム限定種 分布域のすべて、または、ほとんどが１つのバイオームに含
まれている種が生息するか、あるいは生息していると考えら
れる場所。 

群れをつくる種       i.          群れを作る水鳥の生物地理的個体群の１％以上が定
期的に生息するか、または生息すると考えられる場所。 

     ii.          群れを作る海鳥または陸鳥の世界の個体数の１％以
上が定期的に生息するか、または生息すると考えられる場所。

   iii.           １種以上で２万羽以上の水鳥、または１万つがい以上
の海鳥が定期的に生息するか、または生息すると考えられる
場所。 

   iv.          渡りの隘路にあたる場所で、渡り鳥のために定められ
た閾値を超えるか、または超えると考えられる場所。 

 



フィリピンのＩＢＡ 

アジアでの IBA 応用例 
 

フィリピンのケース 

 
フィリピンのバードライフ加盟団体、「ハリボン協会」はフィリピ

ン政府環境省と緊密な協力関係を築いて IBA 調査を進め、フィリ

ピン全土で 117 カ所の IBA を選定した。 

 

さらに、フィリピン政府はハリボン協会の提出した自然保護区新

設計画を採用し、IBA 全体の約 80％について新たな国設自然保護

区の指定を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護区指定を
検討中

80%

20%

117カ所の IBAのうち約80％で国設

保護区設置が検討されている。 



渡り鳥の保全 
  一年を通して生活する広い範囲の保全が必要となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 渡り鳥や海洋性の鳥類のように、長距離・広範囲に移動する生物の保全には、多国間での協調

体制が必要である。 
 
 
 
 ラムサール条約（政府・自治体） 
 水鳥類フライウェイネットワーク（自治体・ＮＧＯ主体） 
  ツル類 
  ガンカモ類 
  シギチドリ類 
  クロツラヘラサギ 
   衛星追跡調査 
   重要生息地の抽出 
   リスト作成 

 
 

   ＩＢＡ  

 
 
 
 

         混獲・油汚染・浮遊プラスチック類 

 
    日米渡り鳥条約、日豪渡り鳥条約 

繁殖地 

中継地 越冬地 

    回遊域 

水鳥・陸鳥

海 鳥 

海鳥類は？

ガンカモ類ネットワークサイトマップ 

水鳥類の保全 



 
 
 
 
 
 
減少していると言われている主な夏鳥 
森林：サンショウクイ、サンコウチョウ、コサメビタキ、ヨタカ 

疎林：チゴモズ、アカモズ、シマアオジ、サシバ 

湿地：ヒクイナ 

 

考えられる原因（繁殖地・中継地・越冬地） 
生息環境の減少：森林・草原・湿地 

生息環境の構造の変化：林相構造、湿地・草原の植生遷移、水田等の管理の変化 

食物の減少：昆虫等の減少（農薬、街灯など光環境の変化） 

狩猟：中継地での大量捕獲など 

 

何をすべきか 
 上記について、アジア各国でモニタリング体制の整備 

 情報交換の実施 

 

森林性・草地性鳥類は？



 

生物多様性調査に見る森林性渡り鳥（夏鳥）の減少 

 

チゴモズ 

 

サンショウクイ 

 

 

 


